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●今月の表紙

第３５回府民総体市町村対抗駅伝競走（２月３日撮影）

●主な記事

０２　男女共同参画社会住民アンケート結果

１６　石田城等発掘調査結果
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男女共同参画社会づくりに関する
住民アンケート結果をお知らせします
　男女が互いに人権を尊重しながら責任を分かち合い、
性別にかかわりなくその個性と能力をいかんなく発揮で
きる社会が男女共同参画といわれています。
　基本的な考え方は全国共通でも、各市町村の人口構成
や産業構造、歴史的背景、住民の意向等によって、取り
組み分野の範囲や比重、施策の展開などが異なります。
　このような観点から、与謝野町の現状把握と住民の皆
さんのご意見をお聞きするため、「住民アンケート」を
実施しました。たくさんの方にご協力いただき、このほ
ど調査結果がまとまりましたので、概要を紹介します。
　詳しい結果は、町ホームページのほか、各地域振興課
で閲覧することができます。ぜひご覧ください。

男
女
共
同
参
画
計
画
を

見
直
し
ま
す
！

　
与
謝
野
町
で
は
、「
男
女
が
共
に
社

会
参
画
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
平
成
20
年
度
「
与
謝
野
町
男
女
共

同
参
画
計
画
（
男
女(
み
ん
な)

の
和

づ
く
り
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
計
画
の

評
価
等
を
踏
ま
え
、
改
め
て
計
画
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
な
ど
を

も
と
に
議
論
を
深
め
、
さ
ら
に
よ
り
よ

い
計
画
へ
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

は
、「
男
女
の
役
割
に
つ
い
て
の
固
定

的
な
慣
習
、
し
き
た
り
が
改
め
ら
れ
る

よ
う
心
が
け
た
り
働
き
か
け
る
こ
と
」

や
、「
労
働
時
間
短
縮
や
育
児
・
介
護

の
休
暇
制
度
が
普
及
さ
れ
る
よ
う
心
が

け
た
り
す
る
こ
と
」
を
あ
げ
る
人
が
多

い
結
果
で
し
た
。

男
女
の
地
位
の
平
等
感

　
学
校
教
育
に
対
し
て
は
、
平
等
の
意

識
は
高
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

他
の
項
目
は
い
ず
れ
も
低
い
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
社
会
通
念
や
習

慣
、
し
き
た
り
や
家
庭
生
活
、
そ
し
て

社
会
全
体
に
対
し
て
男
女
の
平
等
意
識

は
き
わ
め
て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
平
等
で
あ
る
」が
高
か
っ
た
項
目
は
、

高
い
順
に
③
学
校
教
育
の
場
、
④
地

域
活
動
の
場
、
⑥
法
律
や
制
度
上
で

す
が
、
③
学
校
教
育
の
場
以
外
は
い

ず
れ
も
過
半
数
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
平
等
で
あ
る
」
が
特
に
低
か
っ

た
項
目
は
、
低
い
順
に
⑦
社
会
通
念

や
慣
習
、
し
き
た
り
な
ど
、
①
家
庭

生
活
、
⑧
社
会
全
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
グ
ラ
フ
の
見
方
（
ポ
イ
ン
ト
）

「
平
等
で
あ
る
」
と
い
う
グ
レ
ー
色
の

グ
ラ
フ
の
率
（
白
色
）
が
「
１
０
０
％
」

に
な
る
こ
と
が
、
男
女
共
同
参
画
計
画

の
目
指
す
、
あ
る
い
は
国
の
法
律
が
目

指
す
社
会
像
で
あ
り
、
理
念
で
す
。

い
で
「
学
校
教
育
の
場
で
の
学
習
の

充
実
」
を
求
め
る
考
え
が
多
い
結
果

で
し
た
。

　
し
か
し
、
極
端
に
高
い
項
目
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
意
見
に
分
散
す
る
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
が
す
べ
き
こ
と

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
は
行
政
が
育
児
・
介
護
休
業
な

ど
の
制
度
、
介
護
施
設
な
ど
の
充
実

を
す
べ
き
と
す
る
考
え
が
多
く
、
次

女
性
で
は
「
人
権
・
生
き
方
等
を
含
ん

だ
正
し
い
性
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
」

を
あ
げ
る
人
が
多
い
結
果
で
し
た
。 

自
分
や
企
業
が
す
べ
き
こ
と

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
自
分
や
企
業
が
す
る
こ
と
と
し
て

住民に男女共同参画についての啓発活動を進める

学
校
教
育
が
す
べ
き
こ
と

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
学
校
教
育
の
場
が
す
る
こ
と
と
し

て
、
全
体
で
は
、「
性
別
に
か
か
わ
ら

ず
個
人
の
能
力
や
個
性
、
希
望
を
重
ん

じ
た
進
路
指
導
を
行
う
こ
と
」が
多
く
、

家庭・地域での役割、余暇等、男性の生き方に関する情報や相談、教育を充実させる

自己実現や生きがい、余暇等、女性の生き方に関する情報や相談、教育を充実させる

男性の人数と同数にするなど、より多くの女性を行政施策の審議会等に登用する

高齢者や病人の介護施設などを充実させる

保育施設や学童保育などを充実させる

育児・介護休業などの制度を男女ともにもっと利用できるよう普及させる

女性の就労機会を増やしたり、女性のための多様な職業教育・訓練を充実させる

学校教育や社会教育等の場で、男女平等と相互の理解や協力についての学習を充実する

各国の男女共同参画の情報提供や広い視野に立った国際交流を推進する

何もする必要はない

その他

無回答

教科書、教材に固定的な男性像、女性像の提示がないように配慮する

無回答

その他

保護者などへの男女共同参画の啓発を行う

校長や教頭に女性を増やしたり、教員を男女バランスよく配置したりする

教職員に対して、男女平等教育に関する研修を充実する

人権・生き方等を含んだ正しい性教育を実施する

性別にかかわらず、個人の能力、個性、希望を重んじた進路指導を行う

男女の役割についての固定的な慣習、しきたりが改められる
よう心がけたり働きかける

夫が家事などをすることに家族が協力すること

男性が家事などをすることへの抵抗感をなくすこと

企業中心が当たり前とする生き方、考えを改めること 

女性の社会的地位向上に対する関心を高めること

家事なども男女で分担するよう子どもに教育すること

夫婦の間で家事などの分担をすること

労働時間短縮や育児・介護の休暇制度が普及されるよう心が
けたり働きかける

企業中心の社会のしくみが改められるよう心がけたり働きかける

何もする必要はない

その他

無回答

　男女共同参画社会をつくるために行政がすべきこと

ご協力いただき
ありがとう
ございました
●調査対象者
無作為に抽出した町内在
住の 16 歳以上の男女　
2,000 人
●調査期間
平成 24 年 9 月 6 日
～ 10 月 5 日
●調査方法
郵送による配布、回収
●回収結果
789 件（39.4％）

　男女共同参画社会をつくるために学校教育がすべきこと

　男女共同参画社会をつくるために自分や企業がすべきこと

性別

年齢

職業

アンケートにご協力いただいた皆さんの内訳

◎特集　男女共同参画アンケート結果報告

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

女性の方が非常に優遇されている

　男女の地位の平等感

どちらかといえば女性の方が優遇されている

わからない

無回答

⑧社会全体

⑦社会通念や慣習・
　しきたりなど

⑥法律や制度など

⑤政治や行政の場

④地域活動の場

③学校教育の場

②職場

①家庭生活
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8.5% 
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19.0% 

34.2% 

16.7% 

5.9% 

9.4% 

7.4% 

6.1% 

12.4% 

13.0% 

16.7% 

5.9% 

0.6% 

1.0% 

5.0%

男性
39.7%

女性
59.8%

無回答
0.5%

10 歳代 2.8％
20 歳代 4.7％

30 歳代
8.7％

40 歳代
13.3％

50 歳代
17.4％60 歳代

23.2％

70 歳以上
29.5％

無回答 0.4％

会社員
19.0％

公務員 5.1％

農林漁業 3.3％
機業 4.7％、

自営業
11.3％

パート・
アルバイ
ト・内職
13.7％

学生
3.9％

家事専業
9.3％

無職
24.7％

その他 3.8％ 無回答 1.3％

7.2

8.4

10.0

9.8

9.8

9.4

9.3

9.4



　

平成 24 年度全国統一防火標語 「消すまでは  出ない行かない  離れない」

がんばってます！消防団 編集 ● 岩滝方面隊

　消防団は、地域における消防防災のリーダーと
して、平常時・非常時を問わずその地域に密着し、
住民の安全と安心を守るという重要な役割を担っ
ています。
　しかし、近年は、少子化やサラリーマンの増加
といった就業形態の変化などの影響から、新たに
消防団員を確保することが難しくなっています。

設置していますか？
住宅用火災警報器

健やか広場　　特定健診を受けましょう！

況
は
右
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
年
齢

別
で
は
、
65
歳
以
上
の
割
合
が
全
体
の
半

数
を
占
め
て
お
り
、
54
歳
ま
で
の
若
い
年

齢
の
方
の
受
診
者
は
２
割
程
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
健
診
項
目
別
で
見
て
み
る
と
、

左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
動
脈
硬
化
が
急

速
に
進
行
す
る
項
目
で
基
準
値
を
超
え
る

方
が
、
全
体
の
２
割
か
ら
３
割
を
占
め
、

特
に
高
血
圧
の
方
は
平
成
23
年
よ
り
増
加

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

Ａ
ｌ
ｃ 

は
、
平
成
20
年
度
か
ら
み
る
と

10
％
近
く
増
え
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
全
国
的
に
も
糖
尿
病
患
者
は
増
え
続
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
活
習
慣
改
善
へ
の

支
援
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

や
せ
て
い
る
方
も

注
意
が
必
要
で
す
！

　
ま
た
、
最
近
注
目
さ
れ
る
の
が
太
っ
て

い
な
い
、
ま
た
は
腹
囲
が
正
常
な
方
の
血

圧
高
値
の
方
で
す
。
太
っ
て
い
な
く
て
も

高
血
圧
や
血
糖
値
の
高
い
方
は
、
心
臓
や

脳
の
血
管
の
病
気
に
か
か
る
確
率
が
高
く

な
り
ま
す
。
調
査
に
よ
れ
ば
、
太
っ
て
い

な
い
人
で
高
血
圧
や
血
糖
値
と
い
っ
た
危

険
因
子
を
複
数
抱
え
て
い
る
人
と
そ
う
で

な
い
人
と
で
は
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
で

死
亡
す
る
危
険
が
２
倍
か
ら
３
倍
多
い
と

い
う
結
果
が
あ
り
ま
す
。
減
量
に
よ
る
効

果
を
期
待
す
る
よ
り
、
飲
酒
や
減
塩
と

い
っ
た
生
活
習
慣
改
善
の
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
健
診
で
早
め
に
異
常
に
気
づ
き
、
生
活

を
見
直
し
た
り
、
早
期
に
治
療
す
る
こ
と

で
、
医
療
費
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

医
療
費
が
上
が
る
と
皆
さ
ん
が
納
め
る
国

保
税
に
大
き
く
影
響
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
今
年
で
特
定
健
診
は
６
年
目
を
迎
え
ま

す
。
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、

家
計
を
守
る
た
め
に
も
、
毎
年
受
診
を
し

て
い
な
い
方
は
継
続
し
て
受
診
し
、
ま
だ

一
度
も
受
診
を
し
て
い
な
い
方
は
、
今
年

か
ら
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
健
康
を

保
ち
、
未
来
の
あ
な
た
の
人
生
や

家
計
を
助
け
ま
し
ょ
う
！

　
特
定
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
を
毎
年
受

け
て
い
ま
す
か
？ 

中
に
は
、
人
間
ド
ッ

ク
や
病
院
で
の
定
期
的
な
検
査
等
を
受
け

て
い
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
年
に

一
度
必
ず
受
け
て
、
あ
な
た
の
健
康
づ
く

り
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
特
定
健
診
が
必
要
な
の
？

　
健
診
は
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
有
効
で

す
。
生
活
習
慣
病
は
、
運
動
不
足
や
食
べ

す
ぎ
、
喫
煙
と
い
っ
た
生
活
習
慣
の
積
み

重
ね
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
の

総
称
で
す
。
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状

に
乏
し
く
気
づ
き
に
く
い
こ
と
も
特
徴
で

す
。

　
そ
の
た
め
、
症
状
が
進
行
す
る
前
に
予

防
す
る
に
は
特
定
健
診
が
必
要
で
す
。
内

臓
脂
肪
蓄
積
を
起
因
と
す
る
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
検
査
を
中

心
に
実
施
し
て
お
り
、
早
期
に
原
因
と

な
っ
て
い
る
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と

で
予
防
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

与
謝
野
町
で
の
実
施
状
況

　
特
定
健
診
は
、
各
医
療
保
険
者
が
実
施

す
る
健
診
で
、
与
謝
野
町
の
30
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
国
保
加
入
者
の
方
を
対
象
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
の
実
施
状

平成 25 年度の各種健診（特定健診・がん検診）の
日程が決まりました！

岩滝保健センター　８月 20 日（火）～８月 23 日（金）
野田川わーくぱる　８月 25 日（日）～９月 １ 日（日）
元気館　　　　　　９月 ４ 日（水）～９月 ８ 日（日）

各種健診の申し込みは、４月後半から受け付けを開始す
る予定です。

　与謝野町消防団では、若い入団者の増加を目指
して積極的に新入団員を募集しています。
　消防団員は、町内に居住し、18 歳以上で健康
な方であれば、男女問わず、どなたでも入団でき
ます。あなたも地域防災の要となる消防団員とし
て活動してみませんか。
お問い合わせ：総務課消防安全係　☎ 46-3004

平成 24 年度与謝野町
特定検診受験者割合

（総受診者数：2,179 人）

男性
47%女性

53%
男女別

年齢別

～ 39 歳
 ５%

40 ～ 54 歳
16%

55 ～ 64 歳
28%

65 ～
74 歳
51%

忘れず受診しましょう！

動脈硬化の進行しやすい健診項目（H24）

腹囲高値　28.0％

高血圧　23.0％

中性脂肪　19.0％

善玉コレステロール低値　3.5％

ヘモグロビン alc　21.5％

0％ 2015105 25

　死者数、焼損床面積、損害額で見ると、住宅用火災警報器が設
置されている場合は、設置されていない場合に比べて被害状況が
おおむね半減されています。住宅用火災警報器を設置することで、
火災発生時の死亡や損失の拡大リスクを減らすことができます。

（総務省消防庁調べ　平成 20 年から 22 年までの失火に起因す
る住宅火災報告 42,040 件を分析）

住宅用火災警報器の効果
■住宅火災 100 件当たりの死者数（人／火災 100 件）

■損害額（千円／火災１件）

0 1 2 3 4 5 6 7 8

■焼損床面積（㎡／火災１件）

0 10 20 30 40 50

0 1,000 2000 3,000 4,000

設置あり

設置なし

設置あり

設置なし

設置あり

設置なし

5.1

7.6

3,588

1,824

50.2

23.2

0.67 倍！

0.46 倍！

0.51 倍！

住宅用火災警報器の設置場所

設置が義務付けられている場所

設置をおすすめする場所

　上の図を参考にご家庭に住宅用火災警報器を設置し
ましょう。寝室や台所、階段等は設置が義務付けられ
ているので、必ず設置してください。
※ 7 ㎡（四畳半）以上の居室が５つ以上ある階には、
廊下にも住宅用火災警報器の設置が必要です。

寝室
階段

台所

寝室

居室

　平成 24 年、１年間に宮津与謝消防署管内で発生し
た住宅火災 10 件中、６件が住宅用火災警報器が未設
置でした。

　皆さんの心がけで、火災の被害は最小限に抑えるこ
とができます。
　住宅用火災警報器設置率 100％を目指しましょう。
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震災を忘れない

A L T リレーコラム  ［ 第 28 回  海外の大衆文化   by マリア・ベレム・フローレス］ COLUMN　

Info

図書館へ行こう！  BOOKS

おととし３月 11 日に東日本を襲った大地震と津波によって多くの人々の命と平穏な暮
らしが奪われてしまいました。大災害の中を生きる人々を描いた本をご紹介します。

図書館おはなし会　
＜本　館＞●絵本作家川

かわ
端
ばた

 誠
まこと

さん絵本ライブ＆講演会
                 ３月 20 日（祝）
　　　　　　　絵本ライブ：午前 10 時 30 分～
　　　　　　　講演会：午後２時～
　　　　　●４月６日（土）午前 10 時 30 分～、午後３時～
＜加 悦＞●３月９日（土）午後３時～
＜野田川＞●よさのおはなしランド
　　　　　　～ボランティア合同おはなし会
　　　　　　３月30日（土）午後２時～

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

とが普通で、英語に翻訳されたマンガを簡
単に見つけることもできます。テレビやマ
ンガだけではありません。日本で始まり、
アメリカでとても人気のあるゲームもたく
さんあります。ゼルダ、ファイナルファン
タジー、バイオハザード、ポケモンなどで
す。私は幼い頃、ポケモンゲームが好きで、
カードをたくさん集めていました。中学生
の頃は、土曜日の朝、早起きをして、兄と

4 Speed、シューティングゲームの Halo（ヘイロー）な
どは、日本でも売り上げ上位にランクインしています。
　テクノロジーの進歩により、外国の人気商品、歌手、俳優、
ゲームなど何でも簡単に取り入れることができます。今や、
外国の pop culture（大衆文化）は、自分の国にいながら
楽しむことができるでしょう。

文 化とは、その国の伝統と人々の信条から成り立ち
ますが、外国の影響が大きいことも確かです。特

に人々が広く愛好する pop culture（大衆文化）は、旅行
や国際交流などで影響を受けた部分が大きいでしょう。
　現在、アメリカでは日本のアニメが人気です。私の高校
時代の友人の多くは、マンガを読み、テレビでアニメを見
るのが好きでした。英語で放送されるアニメ番組もあり、
アメリカの本屋では、マンガコーナーが設けられているこ

日本のマンガが大好きです！

アニメを観るのが楽しみでした。当時、ポケモンや遊戯王、
ハム太郎などが流行っていて、番組のカードやポスター、
ぬいぐるみなどを集めていました。
　そして大学で私は、日本の影響を受け、アメリカの子ど
もたちが毎日観ているアニメーションについて研究もしま
した。
　さらに多くの若者が、ハロウィンにアニメのキャラク

ターの仮装をするようになりました。アニメやコスプレに
関する協定が、アメリカにもたくさんあります。
　同じように、日本でもアメリカ文化を取り入れています。
日本でとても人気のある歌手や俳優も多くいます。例えば、
アメリカの有名な俳優トミー・リー・ジョーンズ。缶コー
ヒーのコマーシャルに宇宙人ジョーンズとして出演してい
る彼の姿は、誰もが知っているでしょう。他にもナタリー・
ポートマン、ブラッド・ピットやブルース・ウィリスなど

も日本のコマーシャルでよく見かけます。
　日本で人気のあるアメリカの歌手もいま
す。マルーン５やレディー・ガガ、テイラー・
スウィフトは私も大好きですし、日本でも
コンサートを行っていますね。
　また、アメリカのゲームにも日本で流
行っているものがあります。アメリカで発
売された潜入アクションゲームのアサシン
クリード、スポーツカーが登場する Need 

『つなみ 
 被災地のこども 80 人の作文集』
森健／文芸春秋

　被災地に住む子どもたちが寄せた作文を
原稿用紙そのままで掲載し、「子どもの眼」
から見た震災を伝える一冊。この作文をつ
づった子どもたちのその後を追った『「つ
なみ」の子どもたち』も一読ください。

『ドキュメント震災三十一文字
 鎮魂と希望』
ＮＨＫ「震災を詠む」取材班／ＮＨＫ出版

　20 人の被災者が三十一文字に込めた震
災の記憶。家族や友への思いを詠んだ短歌
とともにその後の生活を追い、悲しみの中
で前を向く人々の姿を映し出した人間ド
キュメント。

『津波をこえたひまわりさん
 小さな連絡船で大島を救った菅原進』
今関信子／佼成出版社

　平成 23 年３月 11 日、宮城県の大島を
大きな津波がおそいました。本土を結ぶ連
絡船「ひまわり」の船長さんは、島の孤立
を防ぐため津波を乗り切る決心をしますが
…。

『おもかげ復元師』
笹原留似子／ポプラ社

　残された人々が大切な人の死を受け入
れられるように…。
　震災後、300 人以上をボランティアで
復元した女性復元納棺師が、死を見送る
現場で何を感じ、伝えてきたのかを綴っ
た一冊。

一般書 ●『言霊のゆくえ』江原啓之／徳間書店　●『介護の “ほんとう” がわかる本』主婦と生活社／『季節を楽し
む和菓子 12 か月』おもたせ菓子研究室／家の光協会　●『ママのためのこどもの食材便利帳』西東社編集部／西東
社　●『トリマーになるには』井上こみち／ぺりかん社　●『わかりやすいゲートボール』高橋隆輔　●『ab さんご』

黒田 夏子／文藝春秋　●『何者』朝井リョウ／新潮社　●『等伯 上・下』安部 龍太郎／日本経済新聞出版社　●『傾

今月の
新着図書

国子女』島田雅彦／文藝春秋　●『信長影絵』津本陽／文藝春
秋　●『55 歳からのハローライフ』 村上龍／幻冬舎
児童書 ●『このフクロウったら！このブタったら！』 

アーノルド・ローベル／長崎出版　●『おれはワニだぜ』渡辺
有一／文研出版　●『もうはるですね』いわむらかずお／至光
社　●『おしりをしりたい』鈴木のりたけ／小学館　●『勝海舟』
加来耕三／ポプラ社　●『大魔女のすてきな呪文』藤真知子／
ポプラ社　●『内村航平』本郷陽二／汐文社　●『現代用語の
基礎知識学習版　2013 → 2014』現代用語検定協会／自由国
民社　●『ねこのたからさがし』さえぐさひろこ／鈴木出版　
●『あいうえおのせきがえ』宮下すずか／くもん出版　●『ハッ
ピー・バースデー・ババ』柏葉幸子／講談社　●『駅の小さな
野良ネコ』ジーン・クレイグヘッド・ジョージ／徳間書店

月
３
日
、
４
日
に
行
な
わ
れ
る
祭

で
、
公
民
館
前
に
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
文
化
祭
出
展
作
品

の
写
真
、
各
町
内
会
の
地
蔵
盆
や

ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
の
風
景
も
三
河

内
区
の
文
化
財
産
と
し
て
、
公
民

館
で
保
存
し
て
い
ま
す
。

公民館訪問 ［ 第 18 回　三河内地区公民館］ 地区公民館活動

文化祭では昔の三河内祭の写真を展示

し、多くの区民が見入っていました

今
年
度
、
公
民
館
事
業
で

重
点
的
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
三
河
内
地

区
の
行
事
や
風
景
を
、
将
来
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
形
式
で
保
存

す
る
こ
と
で
し
た
。

　
区
民
の
皆
さ
ん
の
家
庭
に
あ
る

古
い
写
真
や
Ｖ
Ｈ
Ｓ
の
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
を
お
借
り
し
て
、
デ
ジ
タ

ル
化
処
理
を
し
て
、
写
真
集
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
で
保
存
し
て
い
ま
す
。
公
開

で
き
る
映
像
、
写
真
な
ど
を
作
品

展
や
文
化
祭
で
発
表
し
ま
し
た
。

な
つ
か
し
の

三
河
内
風
景
写
真
展

　
昭
和
28
年
ご
ろ
三
河
内
診
療
所

に
勤
務
さ
れ
て
い
た
四
方
先
生
が

撮
影
さ
れ
た
三
河
内
の
祭
や
風
景

の
ネ
ガ
を
遺
族
の
方
か
ら
譲
り
受

け
、
復
刻
処
理
を
行
い
、
公
民
館

で
８
月
14
日
、
15
日
、
16
日
に
写

真
展
を
し
ま
し
た
。

三
河
内
曳
山
祭
り

今
昔
写
真
展
・

曳
山
屋
台
パ
ネ
ル
作
成

　
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
ま
で

倭し
ど
り文
神
社
の
宮
司
を
さ
れ
て
い
た

細
見
さ
ん
が
三
河
内
区
に
寄
贈
さ

れ
た
資
料
の
中
に
丹
後
震
災
以
前

（
年
度
不
明
）
に
撮
影
さ
れ
た
三

河
内
祭
の
写
真
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
祭
に
関
す
る

昔
の
写
真
を
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら

お
借
り
し
て
デ
ジ
タ
ル
処
理
し
て

文
化
祭
で
披
露
し
ま
し
た
。
昭
和

60
年
に
撮
影
さ
れ
た
各
町
内
の
屋

台
の
パ
ネ
ル
写
真
（
90
×
90
㎝
）

を
手
作
り
で
作
成
し
ま
し
た
。
５

『ひまわりのおか』
ひまわりをうえた八人のお母さんと葉方丹

／岩崎書店

　東日本大震災での津波で大勢の子どもが
亡くなった小学校で、わが子を亡くしたお
母さんたちは、子どもたちが避難しようと
した場所に、ひまわりを植え始めるのでし
た。

『タンポポ 
 あの日をわすれないで』
光丘真理・山本省三／文研出版

　地震が襲った小学校の校庭に咲き乱れる
タンポポに希望を託して…。授業中に地震
に襲われた子どもたちの眼から、津波の様
子 ､ その後の避難所での日々などを描いた
絵本。

今回保存した大正末期の三河内

祭の写真
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まちの 話題 お届けします

●京都府統計グラフコンクール

大木香穂さんが知事賞を受賞！
　統計知識の普及と統計表現の技術の研さんに役立てるこ
とを目的に毎年実施されている「平成 24 年度京都府統計
グラフコンクール第３部（小学校５・６年生）」で、加悦
小学校６年大

おお
木
き

香
か

穂
ほ

さんの作品「高めよう防災意識」が京
都府知事賞に選ばれました。また、「第 60 回統計グラフ
全国コンクール第３部（小学校５・６年生）」においても、
佳作に入賞するなど、高い評価を受けました。

●出町商店街大根炊きイベント　与謝野町ＰＲ・物産展

学生たちと協力して与謝野町をＰＲ！
　２月９日、学生たちの力で農村地域を活性化する「京都
Ｘキャンプ」の拠点施設のある京都市上京区（出町商店街
内）で出町商店街と京都Ｘキャンプが共催する与謝野町Ｐ
Ｒ・物産展が行われ、多くの人でにぎわいを見せました。
　今回の与謝野町物産展は、出町商店街と農村地域などの
活性化を図るため、京阪神の大学生が中心となって、滝・
金屋地区を主な舞台としてさまざまな活動を行う「京都Ｘ
キャンプ」の一環として行われました。大根炊きには出町
妙音弁天でご祈祷をうけた与謝野町産の大根が使用され、
また与謝野町のマスコットキャラクター「まめっこまい
ちゃん」が登場。滝・金屋中山間振興会も参加してもちを
振る舞うなど、地域と学生が協力してＰＲを行い、物産展
の農産物はあっという間に売り切れとなりました。
　これを機に与謝野町産農産物やジャムなどの農産加工品、
ちりめん小物など、今回人気を集めた与謝野町の物産が、
今後商店街で並ぶことが期待されます。

ま
め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ
ん
も
学
生
た
ち
と
一
緒
に

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た

左上／竣工したやすらの里の外観

右下／施設内の様子。内装は木造を基調として

おり、木の香りがただよう温かい雰囲気です

出　場　選　手（敬称略）

竣工を祝い、関係

者 や 来 賓 に よ る

テープカットが行

われました

●やすらの里竣工式

地域共生型の施設が完成しました！
　地域共生型福祉施設やすらの里が、加悦地区内に
１月末に完成し、２月 14 日に竣工式が開催されま
した。竣工式には多くの関係者をはじめ、太田町長
や吉本伊根町長なども出席し、竣工を祝いました。
　やすらの里は地域で必要とされる福祉サービス事
業所を一体的に整備した複合型の施設で、町の呼び
掛けにより町内に事業所をもつ４法人が参画し、検
討を重ねつつ約３年間の歳月をかけて設立したもの
です。４法人が１つの施設の中で複数のサービスを
提供するこの取り組みは府内でもめずらしく注目を
集めています。やすらの里は、全体の延べ床面積が
約 6,830 ㎡の大型施設で、この中で特別養護老人
ホーム（名称：やすら苑）、在宅各種サービス（や
すらの旋

か
風
ぜ

）、訪問看護（サテライトみのり）、障害
者就労支援（ワークセンター花

か
音
のん

）の各福祉サービ
スが事業展開されます。
　今後、各法人のノウハウを持ちよった有機的で円
滑な施設運営が行われ、与謝野町において高度な福
祉サービスが提供されることや、施設を拠点として
地域の交流が深まることが期待されます。

や及ばなかったものの、２時間１分
32 秒のタイムをマークし、見事８位
となり、昨年に続き、入賞を果たしま
した。
　また、チャレンジの部でも練習の成
果を見せる力走を見せ、13 位の順位
となりました。
　木

き
﨑
ざき

和
かず

夫
お

監督は、「厳しいコンディ
ションの中で積んできた練習の成果を
よく発揮してくれた」と選手たちをた
たえました。　

●第 35 回府民総体市町村対抗駅伝競争

与謝野町 A チームが
入賞を果たしました！
　「第 35 回府民総体市町村対抗駅伝
競争」が 2 月３日、福知山市三段池公
園総合体育館前を発着点（36.309km、
８区間）に開催され、府内市町村から、

「市町村対抗の部」に 22 チーム、「市
町村チャレンジの部」に 17 チームが
出場しました。
　入賞を目指し、12 月から週２回の

８
位
で
ゴ
ー
ル
す
る
ア
ン
カ
ー
の
安
見
選
手

１区 平井　琴加（四辻）・ 北尾亜弥子（加悦）

２区 山﨑　夢乃（四辻）・ 沖村　美夏（三河内）

３区 松尾　哲裕（石川）・ 市田　憲一（明石）

４区 堀井　涼太（幾地）・ 小坂　健太（加悦奥）

５区 吉田　雅広（幾地）・ 小田　陽一（金屋）

６区 佐々木健心（幾地）・ 田中　良樹（加悦）

７区 大江　悠美（後野）・ 大泉南々美（下山田）

８区 安見　一徳（上山田）・ 小山　仁士（幾地）

※前者が「対抗の部」、後者が「チャレンジの部」出場

右
／
賞
状
を
手
に
笑
顔
の
大
木
さ
ん

左
／
大
木
さ
ん
の
作
品「
高
め
よ
う
防
災
意
識
」

練習を重ねて
きた与謝野町
チーム。市町
村対抗の部、
市町村チャレ
ンジの部双方
で入賞した昨
年に続いての
入賞を目指し
ました。
　レース結果
は昨年にはや

●丹後産コシヒカリ良食味米共励会

与謝野町から３人が受賞しました！
　丹後産の品質向上に取り組む丹後米改良協会による

「平成 24 年度丹後産コシヒカリ良食味米共励会」の表
彰式と研修会が２月８日、丹後農業研究所（京丹後市）
で開催され、与謝野町からは、小

お
谷
だに

安
やす

博
ひろ

さん（後野）が
優秀賞（丹後米改良協会長賞・与謝野町長賞）、宮

みや
本
もと

浩
ひろ

司
し

さん（温江）と森
もり

垣
がき

富
とみ

男
お

さん（与謝）が奨励賞（丹後
米改良協会長賞・ＪＡ全農京都本部長賞）を見事受賞し
ました。
　この賞は、丹後地域でコシヒカリの良食味栽培に取り
組む農家を対象に、ほ場審査、外観審査、食味審査を
実施し、各部門から優秀賞、奨励賞をそれぞれ３点選
び、特に食味審査で最も優秀な米に最優秀賞を贈るもの。
昨年８月から 12 月にかけて行われた各部門の審査には、
丹後管内から 110 点の応募がありました。
　小谷さんと森垣さんがほ場審査の部で、宮本さんが外
観審査の部で特に評価されました。また、小谷さんと宮
本さんは与謝野町が誇るブランド米「京の豆っこ米」で
の受賞となりました。

●原子力防災講演会

わかりやすい講演で原子力を学びました
　２月 12 日、知遊館で「原子力防災講演会」が開催され、
原子力災害に対する防災対策を学ぼうと多くの人が参加し
ました。
　講演では、京都大学原子炉実験所教授の三

み
澤
さわ

毅
つよし

さんが、
放射線や原子力に関する基礎知識、原子力災害が発生した
時のとるべき行動などについて、わかりやすく説明。耳に
することは多くてもなかなか正しく知ることができなかっ
た原子力関連の用語
や基礎知識、さらに
放射能を防ぐにはマ
スクが有効であるこ
となど、目からうろ
この内容に参加者た
ちは、熱心に聞き入
り、原子力防災につ
いて学びました。

今
回
、
見
事
受
賞
し
た
３
人
。
左
か
ら

小
谷
さ
ん
、
森
垣
さ
ん
、
宮
本
さ
ん

講
演
す
る
三
澤
さ
ん
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就
職
や
退
職
で

国
民
健
康
保
険
を
脱
退

ま
た
は
加
入
す
る
方
へ

　
就
職
ま
た
は
退
職
に
よ
り
社
会

保
険
等
へ
加
入
ま
た
は
脱
退
す
る

場
合
、
国
民
健
康
保
険
の
脱
退
ま

た
は
加
入
の
届
出
が
必
要
で
す
。

●
社
会
保
険
等
を
脱
退
し
国
民

健
康
保
険
へ
加
入
す
る
と
き

【
持
参
物
】
社
会
保
険
等
の
資
格

喪
失
証
明
書
（
脱
退
証
明
書
）、

認
印

※
退
職
後
も
引
き
続
き
社
会
保
険

等
に
加
入
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
勤
め
の
事
業

所
等
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
社
会
保
険
等
へ
加
入
し
国
民

健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
き

【
持
参
物
】
社
会
保
険
等
の
加
入

証
明
書
（
ま
た
は
社
会
保
険
証
な

ど
）、
認
印
、
国
民
健
康
保
険
証

※
届
出
が
な
い
と
、
保
険
税
が
課

税
さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

修
学
で
与
謝
野
町
を

転
出
す
る
方
へ

　
国
民
健
康
保
険
は
、
原
則
住
所

地
で
の
加
入
と
な
り
ま
す
が
、
修

学
に
よ
っ
て
他
市
町
村
へ
転
出
す

る
方
に
は
、
親
元
の
国
民
健
康
保

問 保健課 ☎ 43-1514

国民健康保険からのお知らせとお願い

険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
最
寄
り
の
各
庁

舎
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
参
物
】
修
学
を
確
認
で
き
る

書
類
（
学
生
証
、合
格
通
知
書
等
）、

お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
、
認

印※
現
在
、
修
学
に
よ
っ
て
転
出
し

て
い
る
与
謝
野
町
国
民
健
康
保
険

に
加
入
の
方
で
、
就
職
等
に
よ
り

学
生
で
無
く
な
る
方
は
、
国
民
健

康
保
険
の
喪
失
手
続
き
が
必
要
で

す
。高

齢
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
へ

　
４
月
１
日
以
降
も
１
割
負
担
が

継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
４
月
か

ら
ご
使
用
い
た
だ
く
高
齢
受
給
者

証
を
３
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。
現

在
お
使
い
の
高
齢
受
給
者
証
は
受

領
書
と
と
も
に
最
寄
り
の
各
庁
舎

へ
ご
返
却
く
だ
さ
い
（
郵
送
で
も

結
構
で
す
）。

口
座
振
替
納
付
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
付
の
た

め
金
融
機
関
、
役
場
窓
口
に
行
く

必
要
が
な
い
「
口
座
振
替
」
が
便

利
で
す
。
手
続
き
は
金
融
機
関
窓

口
で
お
願
い
し
ま
す
。

ご
当
地
キ
ャ
ラ
が

大
集
合
！

　
２
月
17
日
、
京
都
市
南

区
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
を
会
場
に
「
京
都

ご
当
地
キ
ャ
ラ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
京
都

府
内
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
一
堂
に
つ
ど
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
Ｐ
Ｒ

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
京
都

府
が
中
心
と
な
っ
て
初
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
京
都
府
広
報
監
「
ま
ゆ

ま
ろ
」
を
は
じ
め
、
府
と

府
内
各
地
域
か
ら
多
く
の

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

集
結
。
さ
ら
に
遠
く
札
幌

市
か
ら
は
、
さ
っ
ぽ
ろ
テ

問 企画財政課 ☎ 46-3084

まめっこまいちゃんが与謝野町をＰＲしました
京都ご当地キャラフェスティバル

レ
ビ
塔
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
「
テ
レ
ビ
父
さ
ん
」
も

登
場
す
る
な
ど
総
勢
21
体

の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
か
ら
は
、
特

産
ブ
ラ
ン
ド
米
「
京
の

豆
っ
こ
米
」
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
「
ま
め
っ
こ
ま
い

ち
ゃ
ん
」
が
参
加
。
そ
の

愛
ら
し
い
姿
で
子
ど
も
た

ち
に
大
人
気
で
し
た
。

　
１
階
に
設
け
ら
れ
た
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
21

体
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
す
べ
て
出
演
す
る

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、

各
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
市
町

村
の
紹
介
ス
テ
ー
ジ
も
催

さ
れ
、
ま
め
っ
こ
ま
い

ち
ゃ
ん
は
、
趣
味
の
俳
句

を
披
露
す
る
な
ど
、
与
謝

野
町
の
魅
力
を
存
分
に
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
階
、
３
階
に

は
市
町
村
紹
介
ブ
ー
ス
も

設
け
ら
れ
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
グ
ッ
ズ
を
は
じ
め
、

名
物
や
特
産
品
な
ど
、
地

域
の
魅
力
を
伝
え
る
品
々

が
販
売
・
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
を
め
ぐ
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
行
わ
れ
、

多
く
の
来
場
者
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
ご
当
地
」
を
よ
り
知

ろ
う
と
興
味
深
げ
に
各

ブ
ー
ス
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。

ま
め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ
ん

大
人
気
！

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の

合
間
に
は
ご
当
地
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
た
ち
が
会
場
内
を

周
遊
。
親
子
連
れ
を
中
心

に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ま
わ

り
に
は
人
だ
か
り
が
で
き
、

ま
め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ
ん
に

も
「
か
わ
い
い
！
」「
一

緒
に
写
真
撮
っ
て
！
」
と

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
「
あ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
初
め
て
見
た
」
と

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
ま
め
っ
こ
ま
い

ち
ゃ
ん
も
、
イ
ベ
ン
ト
の

終
盤
に
は
「
お
米
の
ま
い

ち
ゃ
ん
だ
！
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
名
前

も
浸
透
。
ま
め
っ
こ
ま
い

ち
ゃ
ん
と
与
謝
野
町
を
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
だ
っ
た
ま

め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ
ん

「特Ａ」、同等のものを「Ａ'」、良好な
ものを「Ａ」、やや劣るものを「Ｂ」、
劣るものを「Ｂ'」として５段階に評
価しています。
　丹後産コシヒカリは、平成 19 年産
から平成 21 年産まで３年連続で「特
Ａ」評価を受けていたものの、平成
22 年産は夏期の異常高温の影響から

「Ａ」となりましたが、丹後米改良協
会と農家が一丸となり「気象変動に負
けない強いイネづくり」を合言葉に技

術対策を徹底し、よりよい米の生産に
取り組んだ結果、平成 23 年産は「特
Ａ」に復活。それに続く今回の「特Ａ」
獲得で通算 10 回目となり、丹後産コ
シヒカリが持つ西日本最多記録をさら
に更新しました。

●財団法人日本穀物検定協会「平成 24 年産米の食味ランキング」

丹後産コシヒカリが通算 10 回目の
最高評価「特A」を獲得しました !!
　（財）日本穀物検定協会による「平
成 24 年産米の食味ランキング」がこ
のほど発表され、丹後産コシヒカリが
２年連続の「特Ａ」を獲得しました。
　食味ランキングは、炊飯した白飯を
実際に試食して評価する食味官能試験
に基づき、昭和 46 年産米から毎年、
全国の産地・品種について食味試験を
行い、その評価をランキングで発表し
ているもの。複数産地コシヒカリのブ
レンド米と比較して特に良好なものを

まちの 話題 ワイド

中高生アスリート大会結果 全国で活躍！中高生
　今年の冬もたくさんの与謝野町の中高生が活躍しました。
全国大会や近畿大会に出場した中高生アスリートに大会や今
後の目標について語ってもらいました。

※第 68 回国民体育大会冬季大会に出場した小
こ

嶋
じま

貫
かん

太
た

君、第 62 回 全国高等学校スキー大会に出場した
岩
いわ

谷
たに

千
ち

咲
さき

さんは、次号で結果を紹介します。

第 50 回全国中学校スキー大会
女子 SL 出場（2/2 ～ 6・富山県）
　
平
ひ ら

 桃
も も

光
み

 さん（江陽中２年）

第 62 回 全国高等学校スキー大会
女子 SL 出場（2/5 ～ 10・北海道）
　
平
ひ ら

 菜
な

那
な

美
み

 さん（宮津高１年）

※ＳＬはスラローム（回転）、ＧＳはジャイアントスラローム（大回転）

会出場となった平菜那美さ
ん。今回、初のインターハ
イ出場を果たしました。本
来２回の滑走で競われる競
技ですが、強風の影響で１

「滑走順より順位は上げられた
が、力が出し切れず、満足できなかった」と振り返
ります。「来年は確実に滑るだけでなく、積極的な
滑りができるような実力をつけたい」と来年の出場
へ向けて、目標を語ってくれました。（110 位）

回のみとなったこともあり、

昨年に続き２年連続の全国大
出場した近畿大会に続き、
ＳＬで全国大会に出場しま
した。「100 位以内を目標
にしていたので、達成でき
ず悔しい。コースが掘れて

かった」と全国大会を振り返り
ます。「来年は中学最後なので、今年のレースで学
んだことを練習に生かして頑張りたい」と今後につ
いて語ってくれました。（全国大会ＳＬ：119 位、
近畿大会ＧＳ：26 位）

いて、うまくフィットできな

平桃光さんは、１月にＧＳで
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与謝野町流のまちづくりについて講演する太田町長

町 政  News & Information

男 女 共 同 参 画

シリーズ 58

問 総務課 ☎ 46-3003

与謝野町流のまちづくりを紹介しました
佛教大学福祉教育開発センターシンポジウム

女性相談のご案内

　子どものこと、夫婦関係や近所づ
きあいなど、女性が抱えるさまざま
なしんどさや悩みを、女性の相談員
がお聞きし、一緒に考えて問題解決
のお手伝いをします。秘密は厳守し
ますので、安心してご相談ください。
■相 談 日　３月 19 日（火）
　　　　　　午後１時～４時
■相談方法　１人 50 分程度、
　　　　　　要予約
　　　　　　（定員３名）
■相 談 員　フェミニストカウンセラー
■相談内容　対人関係、家族関係、
生 き 方、進 路、子 育 て の 悩 み、
子どもへの虐待、仕事、摂食障害、
うつ、依存症など女性の抱える
悩みや困難のすべて
■場 所　知遊館　
■予約・問い合せ先
企画財政課

（☎ 46-3084）
当日申し込みもできます

１人で悩んでいませんか？
困ったときは

お気軽にご相談ください

相談料は
無料です

丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ウ
ィ
ー
ク
事
業

と
は
？

　

丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ウ
ィ
ー
ク
開
催
委
員
会
で

は
、
丹
後
ち
り
め
ん
を
中

心
と
す
る
丹
後
織
物
に
関

心
を
持
ち
、
そ
の
魅
力
を

高
め
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
デ
ザ
イ
ン
発
想
力
を
持

つ
人
材
の
育
成
と
丹
後
織

物
や
産
地
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

指
定
校
４
校
で

作
品
を
制
作
・

発
表
し
ま
し
た

　
昨
年
８
月
に
は
作
品
制

作
の
前
段
と
し
て
、
産
地

学生とのコラボで丹後ちりめんをＰＲ
丹後ファッションウィーク 問 商工観光課 ☎ 46-3269

交
流
事
業
を
丹
後
産
地
の

織
物
工
場
な
ど
で
実
施
。

そ
の
後
、
各
連
携
校
に
丹

後
の
素
材
を
提
供
し
、
生

徒
が
作
品
制
作
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
指
定
校
の
４

校
で
は
、
作
品
制
作
の

成
果
発
表
の
場
と
し
て

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や

展
示
会
が
開
催
さ
れ
、
す

ば
ら
し
い
作
品
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
に
と
っ
て
、

日
ご
ろ
手
が
け
る
こ
と
の

で
き
な
い
高
級
素
材
を

使
っ
た
作
品
制
作
は
、
丹

後
織
物
へ
の
関
心
を
高
め
、

丹
後
と
織
物
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

京都造形芸術大学
ファッションデザインコース
３回生Ｂゼミ制作展

　２月 12 日から 17 日に、「ツムグ」

をテーマにギャリエヤマシタ２号館

（京都市）にて開催。16 点を制作。

　
東洋きもの専門学校
第 52 回 TOYO Collection

　昨年 11 月 17 日、東洋Ｆデザイン

専門学校と合同で、ＨＥＰ　ＨＡＬ

Ｌ（大阪市）を会場に開催。６点を

制作。

第 130 回
上田学園コレクション 2013

　１月 26 日、「ＤＩＧＮＩＴＹ －ファッ

ションの尊厳－」をテーマに大阪国際

会議場（大阪市）にて開催。10 点を制

作し、うち１点が「関西テレビ賞」を受賞。

ディーズファッション専門学校
第 52 回 
D'S EXHIBITION 2013

 ２月 27 日、「あたらしい　予感」を

テーマに大丸京都店 ( 京都市）にて開

催。14 点を制作。

与
謝
野
町
流
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

太
田
町
長
が
語
る

　
１
月
20
日
、
２
０
１
２
年
度
福

祉
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
京
都
発
！
社
会
的
排
除
か

ら
社
会
的
包
摂
へ
～
暮
ら
す
・
働

く
・
集
う
・
学
ぶ
の
再
構
築
～
」

が
佛
教
大
学
常
照
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
太
田
町
長
が
基
調
講
演
を

行
い
、
与
謝
野
町
流
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

  

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
社

会
的
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
発
達

障
害
、
ひ
き
こ
も
り
、
精
神
障
害
、

難
病
者
等
、
社
会
的
排
除
さ
れ
が

ち
な
方
々
の
「
働
く
場
」、「
暮
ら

し
の
場
」
を
ど
の
よ
う
に
創
出
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ

い
て
、「
京
都
発
」
と
い
う
こ
と

を
意
識
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
の

発
展
へ
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
の
か

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
、
基

調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の

中
で
「
商
助
」
の

重
要
性
を
再
確
認

　
そ
の
基
調
講
演
の
中
で
太
田
町

長
は
、
ま
ず
与
謝
野
町
流
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念「
自
助
」「
共

助
」「
商
助
」「
公
助
」を
紹
介
。「
事

業
者
と
協
働
す
る
『
商
助
』
は
あ

ま
り
馴
染
み
の
な
い
フ
レ
ー
ズ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
小
規
模
多
機

能
型
施
設
や
地
域
共
生
型
福
祉
施

設
「
や
す
ら
の
里
」
な
ど
、
地
域

住
民
だ
け
で
な
く
事
業
者
と
の
協

働
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
中
で
、
そ
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
ま
し
た
」
と
そ
の
重
要
性

を
説
明
し
ま
し
た
。

　
特
に
「
や
す
ら
の
里
」
に
つ
い

て
は
、「
４
つ
の
法
人
が
１
つ
の

施
設
で
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
全
国
的
に
も
先
進
的
な
取
り

組
み
で
あ
り
、
相
互
に
よ
い
影
響

や
刺
激
を
与
え
な
が
ら
す
ば
ら
し

い
施
設
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
期

待
を
込
め
て
語
り
ま
し
た
。

与
謝
野
町
独
自
の

取
り
組
み
を
紹
介
！

　
ま
た
、
福
祉
分
野
以
外
に
お
い

て
も
、
お
よ
そ
14
・
８
倍
の
経
済

効
果
が
得
ら
れ
た
「
住
宅
新
築
改

修
等
助
成
制
度
」
や
、
環
境
に
や

さ
し
い
特
産
ブ
ラ
ン
ド
米
「
京
の

豆
っ
こ
米
」
と
大
豆
の
生
産
な
ど

を
中
心
と
し
た
「
自
然
循
環
農

業
」、
情
報
の
共
有
を
目
指
し
て

町
内
全
域
に
有
線
テ
レ
ビ
を
拡
張

し
た
「
有
線
テ
レ
ビ
拡
張
事
業
」

な
ど
、
与
謝
野
町
独
自
の
取
り
組

み
を
数
多
く
紹
介
。
参
加
者
た
ち

は
、
め
ず
ら
し
い
取
り
組
み
に
つ

い
て
興
味
深
げ
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

で
地
域
循
環
型
経
済
へ

　
さ
ら
に
、
昨
年
４
月
に
府
内
で

初
め
て
施
行
さ
れ
た
「
与
謝
野
町

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
」
に
つ

い
て
説
明
。
こ
の
条
例
は
住
民
、

事
業
者
、
経
済
団
体
等
お
よ
び
町

が
中
小
企
業
振
興
に
つ
い
て
共
通

認
識
を
持
ち
、
そ
の
果
た
す
べ
き

役
割
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
協
働

し
て
、「
ま
ち
ぐ
る
み
」
で
循
環

型
経
済
の
構
築
を
図
る
こ
と
を
基

本
理
念
し
た
条
例
で
す
。
住
民
や

経
営
者
の
参
画
の
も
と
手
づ
く
り

で
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
与

謝
野
町
の
産
業
特
性
を
踏
ま
え
て
、

中
小
企
業
者
に
農
林
業
者
を
含
め

た
こ
と
や
、
人
づ
く
り
を
重
視
す

る
観
点
か
ら
、
人
材
確
保
と
育
成

を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
の
中
に
、
地
域
循
環
型
経

済
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
求

め
、
そ
の
推
進
母
体
と
し
て
産
業

振
興
会
議
を
位
置
づ
け
た
こ
と
な

ど
、
条
例
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も
こ
の

条
例
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
に

期
待
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

住
民
や
事
業
者
が

主
導
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

そ
し
て
、「
与
謝
野
町
の
よ
さ

は
、
自
ら
考
え
、
自
ら
行
動
し
て
、

町
と
力
を
合
わ
せ
て
や
っ
て
い
く
。

情
熱
の
あ
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
が

住
民
の
方
を
巻
き
込
ん
で
、
そ
し

て
行
政
も
そ
れ
を
応
援
し
て
い
く

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
そ
こ

に
住
む
人
た
ち
が
、
自
分
の
で
き

る
こ
と
は
自
分
で
す
る
、
協
力
で

き
る
こ
と
は
協
力
し
て
や
っ
て
い

く
、
そ
れ
に
行
政
も
寄
り
添
っ
て

い
く
、
そ
う
し
た
考
え
が
非
常
に

大
切
で
す
。
そ
う
い
っ
た
点
で
は

与
謝
野
町
は
進
ん
で
い
る
の
で
は

な
い
か
、
今
ま
で
進
め
て
き
た
取

り
組
み
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と

語
り
ま
し
た
。

互
い
が
知
恵
を
出
し
合
い

一
人
ひ
と
り
が

輝
く
ま
ち
へ

　
そ
し
て
最
後
に
は
「
人
間
が
人

間
と
し
て
『
尊
厳
を
持
っ
て
生
き

る
』、
こ
れ
が
自
助
。『
生
き
る
』

を
支
援
し
て
共
有
す
る
こ
と
、
こ

れ
が
共
助
。『
生
き
る
』
を
支
え

る
プ
ロ
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
磨

き
上
げ
惜
し
み
な
く
発
揮
す
る
こ

と
、
こ
れ
が
商
助
。
そ
の
『
生
き

る
』
た
め
の
骨
組
み
を
作
り
支
え

て
い
く
公
助
。
こ
の
精
神
が
与
謝

野
町
に
は
息
づ
い
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
ま
ち
を
作
っ
て
い
く
の
は

住
民
一
人
ひ
と
り
で
す
。
行
政
は

そ
の
皆
さ
ん
を
支
え
て
い
く
。
互

い
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
し
な
が
ら
、

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
こ
う

し
た
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
て

い
く
こ
と
が
非
常
に
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
講
演
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。　



まちのうごき
平成 25 年１月末現在

人　口 23,938 人（－38）

　男　 11,374 人（－15）

　女　 12,564 人（－23）

世帯数 9,144 戸（－10）
※括弧内は前月比

町 政  News & Information

与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
　☎ 46-3003
　☎ 46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎ 46-3084
　☎ 46-3085（情報システム係）
建設課
　☎ 46-3267
商工観光課
　☎ 46-3269
会計室
　☎ 46-3007
野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）

野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086
加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193

町 政  News & Information

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

1415　広報よさの  MARCH 2013

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、１月16日から２月15日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

問 福祉課 ☎ 43-1513

お子さんの医療費を支援します
子育て支援医療費

中
学
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
を

支
援
し
ま
す

　
町
で
は
、
出
生
か
ら

中
学
校
卒
業
（
０
歳
～

15
歳
）
ま
で
の
子
ど
も

に
、
医
療
費
の
現
物
支

給
を
し
て
い
ま
す
。
医

療
機
関
で
受
診
す
る
場

合
、
健
康
保
険
証
に
添

え
て
子
育
て
支
援
医
療

費
受
給
者
証
（
白
ま
た

は
さ
く
ら
色
）
を
医
療

機
関
窓
口
で
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。
保
険
適
用

内
な
ら
、
入
院
・
入

院
外
と
も
に
１
ヵ
月

２
０
０
円
の
一
部
負
担

金
で
受
診
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
他
府
県
の

医
療
機
関
で
受
診
し
た

場
合
、
子
育
て
支
援
医

療
費
受
給
者
証
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

い
っ
た
ん
自
己
負
担
額

を
支
払
っ
た
後
、
福
祉

課
ま
た
は
各
地
域
振
興

課
で
子
育
て
支
援
医
療

費
助
成
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
出
生
・
転
入
の
場
合

は
、
子
育
て
支
援
医
療

費
受
給
者
証
を
発
行
し

ま
す
の
で
、
健
康
保
険

証
を
持
参
の
上
、
福
祉

課
ま
た
は
各
地
域
振
興

課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
健
康
保
険

の
変
更
・
転
居
・
紛
失

の
場
合
も
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
有
効
期
間
を
経
過
し

た
場
合
や
、
転
出
な
ど

に
よ
り
資
格
が
無
く

な
っ
た
場
合
は
、
子
育

て
支
援
医
療
費
受
給
者

証
を
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
返
却
く
だ
さ

い
。

与
謝
の
海
病
院
が

新
体
制
と
な
り
ま
す

　
病
院
の
機
能
強
化
を
図

る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら

京
都
府
立
与
謝
の
海
病
院

は
、
京
都
府
立
医
科
大
学

の
附
属
病
院
（
新
病
院
名

称
「
京
都
府
立
医
科
大

学
附
属
北
部
医
療
セ
ン

タ
ー
」）
に
な
り
ま
す
。

新
病
院
の

目
指
す
方
向

●
総
合
医
療
や
高
度
医

療
の
充
実
に
よ
り
診
療
機

能
を
強
化
し
ま
す
。

●
総
合
診
療
力
の
あ
る

人
材
を
養
成
し
医
師
派
遣

機
能
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
地
域
特
性
を
生
か
し

た
研
究
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

●
全
国
か
ら
地
域
医
療

問 保健課 ☎ 43-1514

新体制で新たにスタートします！
京都府立医科大学附属北部医療センター

を
志
す
優
秀
な
若
手
医
師

が
集
ま
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
病
院
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の

も
と
、
京
都
府
、
京
都
府

立
医
科
大
学
、
関
係
市
町
、

関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携

を
行
い
、
府
北
部
地
域
の

医
療
提
供
体
制
を
充
実
・

強
化
し
ま
す
。

今
後
の
具
体
的
な

取
り
組
み

　
今
後
の
具
体
的
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

①
診
療
機
能
の
充
実
・

　

強
化

●
新
た
に「
総
合
診
療
科
」

を
設
置

●
救
急
医
療
の
機
能
を

充
実

●
府
立
医
科
大
学
附
属

病
院
と
連
携
し
、
高
度
医

今月の納期
４/１（月）まで

国民健康保険税　第10 期
介 護 保 険 料　第10 期

夜間納税窓口
3/28（木）・29（金）・4/1（月）

いずれも午後８時まで
野田川庁舎（税務課）
※納付書をご持参ください

滞納税相談窓口
※納期を過ぎた町税の納付相談窓口

京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所大宮庁舎 3 階

　 ☎０７７２-６８-１０４１

療
・
専
門
医
療
を
提
供

●
認
知
症
へ
の
対
応
や

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機

能
等
を
充
実

②
医
師
派
遣
機
能
等
の

　
充
実
・
強
化

●
教
育
・
研
究
機
能
を
担

う
「
地
域
医
療
学
講
座
」

を
設
置

●
地
域
の
医
療
機
関
と

連
携
し
地
域
医
療
マ
イ
ン

ド
を
持
っ
た
医
師
を
育
成

●
地
域
の
医
療
機
関
へ

の
医
師
派
遣
拠
点
と
し
て

の
機
能
を
整
備

③
さ
ら
な
る
地
域
連
携

　

の
推
進

●
地
域
の
医
療
機
関
と

の
連
携
・
機
能
分
担
に
よ

り
診
療
機
能
を
充
実

●
地
域
に
お
け
る
医
療
、

福
祉
、
介
護
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
地
域
包
括

ケ
ア
の
取
り
組
み
を
支
援

問 総務課 ☎ 46-3003

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）

落札金額
（千円 / 税抜）

落札率
（％） 工事期間

1/29 災害に強い森づくり事業治山工事 弓木 ５者 山城建設㈱ 14,550 12,070 12,070 82.9 2/8
～ 3/29

1/29 有蓋 40㎥級防火水槽新設工事
（加悦地区） 加悦 11 者 京栄開発㈱ 7,122 6,099 6,099 85.6 2/7

～ 3/25

1/29 堂尻波止場線道路新設工事 岩滝 11 者 ㈲野口建設 7,659 6,432 6,432 83.9 2/6
～ 3/29

1/29 有蓋 40㎥級防火水槽新設工事
（石田地区） 弓木 12 者 ㈱アイフル 8,104 6,919 6,919 85.3 2/5

～ 3/25

1/29 岩屋川線道路改良工事
（幾地工区その８） 幾地 12 者 安田産業㈱ 13,812 11,590 11,590 83.9 2/8

～ 3/31

1/29 谷垣水路沈砂桝新設工事 明石 ３者 ㈱井田建設 2,173 1,810 1,810 83.2 2/2
～ 3/22

1/29 順気橋改良工事関連水管橋架替工事 加悦 ５者 ㈱丸正組 4,482 3,804 3,804 84.8 2/7
～ 3/25

1/29 統合簡水加悦上水道舗装復旧
（その 8）工事 明石 ５者 國本工業㈱ 6,801 5,651 5,651 83.0 2/8

～ 3/22

1/29 岩屋川線道路改良（その 11）工事 岩屋 ５者 國本工業㈱ 7,843 6,554 6,554 83.5 2/8
～ 3/31

1/29 統合簡水加悦上水道舗装復旧
（その 7）工事 算所 ５者 浅巻建設㈱ 11,267 9,383 9,383 83.2 2/5

～ 3/25

1/29 統合簡水加悦上水道舗装復旧
（その 6）工事 加悦奥 ５者 金下建設㈱ 18,821 15,806 15,806 83.9 2/4

～ 3/22

1/29 特定環境保全公共下水道測量調査業務 温江　
他 11 者 内外エンジニアリング

㈱ 京丹後営業所 1,419 － 1,180 83.1 2/7
～ 3/29

１  月入札結果

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
発
展

を
目
的
に
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
自
治
宝
く
じ
受
託
事
業
収

入
を
財
源
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
金
を
受
け
、
石
川
区
に
祭
事
用
備

品
、
男
山
区
に
発
電
機
や
集
会
テ
ン

ト
等
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
宝
く
じ
助
成
事
業
は
、
皆
さ
ん
が

購
入
し
た
宝
く
じ
売
上
金
を
財
源
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発

展
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

左／祭事用衣装（石川区）　右／祭事用発電機（男山区）

問 企画財政課 ☎ 46-3084

宝くじの助成金で地域活動を支援
祭事用備品等整備

訂正とお詫び
 『広報よさの２月号』（№
84）において内容に誤
りがありました。
　以下のとおり訂正して
お詫びいたします（下線
部が訂正箇所）。

● P9　写真特集
　　　与謝野町成人式
●蒲田佳幸さんコメント
　「国を守ります！」

●前田貴紀さんコメント
　「彼女作ります！」

知遊館講座作品展
　知遊館講座「水墨画」

「絵手紙」の作品展です。
期間　３月 10 日（日）
　　　～ 31 日（日）
　　　※月曜休館
時間　午前９時
　　　～午後５時
場所　知遊館展示室
問い合わせ先
　　　知遊館 ☎46-2451

地域力再生活動団体
支援事業説明会
を開催します

日時　３月 27 日（水）
　　　午後６時 30 分～
場所　岩滝保健センター
申し込み・問い合わせ先
　　　京都府丹後広域　
　　　振興局企画振興室
　　　☎ 0772-62-4300
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石
田
城
跡
等
の
遺
跡
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

ＴＯＰＩＣＳ

構
成
さ
れ
た
山
城
で
す
。
石
垣
な
ど

は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
範
囲
は
郭
Ⅲ

の
一
部
と
郭
Ⅳ
で
、
城
域
全
体
の
４

分
の
１
程
度
で
す
。

　
山
城
は
、
居
住
せ
ず
緊
急
時
に
詰

め
る
だ
け
な
の
で
、
出
土
品
も
少
な

く
、
比
較
的
簡
易
な
建
物
跡
が
確
認

さ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
石

田
城
跡
も
同
様
で
し
た
が
、
郭
Ⅲ
と

Ⅳ
を
仕
切
る
堀
切
は
、
深
さ
９
ｍ
の

絶
壁
状
で
、
生
命
財
産
を
守
る
当
時

の
厳
し
さ
や
緊
張
が
伝
わ
っ
て
く
る

も
の
で
し
た
。
堀
切
の
底
か
ら
は
、

16
世
紀
後
半
の
石
仏
２
つ
と
五
輪
塔

１
つ
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
石
仏

は
意
図
的
に
割
ら
れ
て
い
て
、「
ま

じ
な
い
」
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

　
築
城
時
期
は
不
詳
で
す
が
、
早
く

て
も
14
世
紀
以
後
（
室
町
時
代
南
北

朝
期
）
で
、
石
仏
の
年
代
観
か
ら
は

16
世
紀
後
半
（
安
土
桃
山
時
代
）
に

廃
城
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

石
田
城
は
石
川
区
に
あ
る
石
川

城
の
支
城
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
て
、
室
町
時
代
の
宝
徳
年
間

（
１
４
４
９
～
１
４
５
２
）
の
記
録

に
「
与
謝
郡
石
河
庄
石
田
村
」（
広

峰
神
社
蔵
（
姫
路
市
）
の
甕か

め
の
台
に

記
さ
れ
た
銘
文
）
が
あ
り
、
15
世
紀

中
頃
の
石
田
村
が
石
河
庄
に
含
ま
れ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

由
里
古
墳
群

　
調
査
範
囲
内
で
２
基
の
古
墳
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
大
き
く

破
壊
さ
れ
て
い
て
、
墓は

か
穴あ
な

だ
け
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
墳
丘
の
規
模
・
形

等
は
不
詳
で
す
。

●
由
里
１
号
墳

　
箱
形
石
棺
内
に
、
良
好
な
状
態
で

残
る
２
体
の
人
骨
が
あ
り
、
副
葬
品

は
棺
外
か
ら
鉄
斧
１
つ
・
ヤ
リ
ガ
ン

ナ
（
ス
プ
ー
ン
状
で
、
木
な
ど
を
削

る
道
具
）
１
つ
が
出
土
し
ま
し
た
。

日
本
の
土
壌
で
は
人
骨
は
分
解
さ
れ

や
す
く
、
残
ら
な
い
場
合
が
多
い
た

め
、
こ
れ
ら
の
人
骨
か
ら
多
く
の
情

報
が
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

は
埋
葬
時
期
は
不
詳
で
す
が
、
弥
生

時
代
後
期
末
（
３
世
紀
）
か
ら
古
墳

時
代
後
期
（
６
世
紀
）
の
間
の
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
以

外
に
も
築
城
工
事
で
消
滅
し
た
古
墳

が
複
数
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

石
田
谷
遺
跡

　
石
田
谷
遺
跡
は
、
新
た
に
認
知
さ

れ
た
遺
跡
で
、
本
年
度
は
試
掘
調
査

の
み
の
実
施
で
し
た
。
試
掘
坑
か
ら

は
、
黒
色
土
器
片
な
ど
が
多
数
出
土

し
、
鎌
倉
時
代
（
13
世
紀
）
を
中
心

と
し
た
村
跡
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
丹

後
で
は
出
土
数
の
少
な
い
縄
文
土
器

片
も
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、
石
田

谷
遺
跡
の
範
囲
に
は
、
古
都
と
丹
後

国
府
（
府
中
）
を
つ
な
ぐ
山
陰
道
丹

後
支
路
が
通
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
、
平
成
25
年
度
の
本
調
査
が
待
た

れ
ま
す
。

●
由
里
２
号
墳

　
木
棺
は
腐
食
し
て
残
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
舟
形
木
棺

の
痕
跡
を
確
認
し
ま
し
た
。
副

葬
品
は
棺
内
か
ら
鉄
剣
１
つ
が

出
土
し
て
い
ま
す
。

　

１・
２
号
墳
と
も
に
現
状
で

　
昨
年
５
月
か
ら
12
月
に
か
け
、
石

田
区
で
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
の

建
設
工
事
に
先
立
ち
、
公
益
財
団
法

人
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ

ン
タ
ー
に
よ
っ
て
、
石
田
城
跡
・
由ゆ

里り

古
墳
群
・
石
田
谷
遺
跡
の
３
遺
跡

の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

石
田
城
跡

　

石
田
城
跡
は
、
４
つ
（
Ⅰ
～
Ⅳ
）

の
郭か

く
（
建
物
が
あ
る
と
こ
ろ
）
と
３

つ
の
堀ほ

り
切き
り

（
防
御
用
の
大
溝
）
か
ら

石田城跡の縄張図

由
里
１
号
墳
か
ら
出
土
し
た
人
骨

石田城跡の調査全景
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